
約 日 (2)面接の有無

ビザ

空港発 空港経由

空港着

空港発 空港経由

空港着

往路　： 航空

復路　： 航空

（サイト名： ）

（ ）

(1)移動手段

（ )

(2)所要時間 約

(1)オリエンテーション ( )

(2)滞在許可申請 ( )

(3)留学生向け語学研修 ( )

(4)その他手続き （ ）

2017年度 交換留学報告書

期間：

Ⅰ.空港から大学までの移動

1 時間 0 分

Don Mueang

成田国際

8 月 ～ 2018 年 5 月留学期間

2017年7月

2017

留学先
大学

チュラーロンコーン大学
Chulalongkorn University

留学先国
・都市 Thailand Bangkok

年

経済学部

Ⅰ.ビザ取得　　　　

ED（教育）

(5)簡単な申請方法（必要書類等）と、困ったこと・気を付けた方がいい事など

留学開始時の学年 2年生 帰国時の学年 3年生学部・研究科経済学部

留学先学部

(1)取得に要した日数

成田国際

(3)ビザの種類

(4)取得時期

7

Ⅱ.航空券

ホームページに必要書類は全て載っています。必要書類をタイ語に翻訳する必要などもなく、他の国と比べてかなり
楽にスムーズに発行できます。大使館は非常に混んでいるので、遅い時間帯に申請に行くと受け付けてもらえない
こともあるそうなので、早めに行った方が良いと思います。タイは祝日が多く、大使館がやっていないこともあるので
大使館のスケジュールも確認してビザ発行のスケジュールをたててください。

1.出発準備について

(4)航空券の種類

Suvarnabhumi

タイ国際

エアアジア

(1)往路

(2)復路

(3)利用航空会社

(5)購入方法

Ⅱ.到着後の手続き

入寮の手続き（デポジット２ヶ月分支払い　※法改正により今後デポジットは１ヶ月分
のみになるかもしれません）

2.到着後の手続きについて

旅行代理店窓口 インターネット

その他

学期前 学期中

有 無

有 無

有 無

大学手配の出迎え 知人の出迎え電車 タクシー

その他

バス

有 無

FIX (日程変更不可) OPEN (日程変更可) FIX/OPEN 片道 その他

直行便 乗継

直行便 乗継
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(1)住居の種類 （寮名： ）

( ）

(2)シェア人数 人 (3)共有部分 (4)自炊

(5)大学までの交通手段と所要時間 (6)個室の有無

分

(1)毎日の食事についてあてはまるもの全てに✔

( )

(2)ミールプラン 月額 （現地通貨） （日本円約 円）

(3)最寄りのスーパーやマーケットまでの所要時間

分

(4)食事について困った事やアドバイス

(1)住居
(2)キャンパス （ ）
(3)個人契約

ある場合は契約内容について（契約会社、契約方法など）

(3)外出先でのインターネット利用

(4)携帯電話利用について
その利用方法について（契約会社、契約方法、費用など）

(1)治安
注意すべき点

プリペイド式のSIMカードを購入し、１ヶ月ごとに約2000円ほど払っていました。契約はデパードなどにある携帯会社
で行いました。プランがいくつかありますが、店員さんも英語を話せる方が多いので、相談して決めてみてください。

Ⅲ.インターネット環境

0

平日 【

10

観光客が多いので、Wi-Fiスポットもいたるところにあります。Wi-Fiに関しては日本よりもはるかに便利なので心配は
ないと思います。

ある場合はその利用方法について（カフェやお店の無料Wi-Fiなど）

】 】

ローカルな場所や学食だと一食100円〜200円くらいです。味も日本人に合っていると思いますが、特にローカルな
お店だと衛生面に不安が残りますので、慣れるまでは学食やコンビニ、レストランを利用してもいいかもしれません。

週末

（自分は除く）

寮は設備が整っており、大学までの無料バスもあります。部屋の無料クリーニングなどサービスも充実していました
が、現地価格と比較すると家賃はかなり高めで、部屋も狭いです。日本円で光熱費込みで5万円いかないくらいです
が、タイだと準高級コンドミニアムに住める価格なので、寮以外の住居を探してみるのもお勧めします。一度寮に住
んでしまうと、契約以前に退寮する際にデポジットが返却されないので事前に他の住居を調べてから決める方がい
いかもしれません。

Ⅱ.食事

Chulalongkorn University International house
Ⅰ.住居

10

Ⅰ.大学の周辺地域

大学周辺はバンコクの中心部で非常に発展しており、治安もいいと思います。私自身は留学中にスリにあったり危
険な目にあったことはありませんが、夜中のタクシー利用や人気のない道は気をつけないとトラブルに巻き込まれる
こともあるようです。

(7)住居について困った事やアドバイス及びルームメイトについて（国籍や良かったこと、困った事）

【

3.生活について

4.留学先大学について

寮

アパート ホームステイ その他

バス トイレ キッチン 可 不可

徒歩 バス・電車 自転車

自炊 寮食 外食 その他大学内学食

有 無

有 無

日本の携帯を持参 現地購入 使用していない

良い 普通 良くない

普通 あまり良くない良い

有 無

有 無

有 無

キャンパス全体 接続スポット

有 無

徒歩 バス・電車 自転車

悪い

朝 昼 夜 朝 昼 夜
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(2)交通の利便性

(3)主な交通手段 ( )

分 （交通手段： ）

(5)交通手段に関して注意すべきことやアドバイス

(6)よく利用した買い物やレジャー、医療機関など周辺施設について

(1)履修登録の時期・方法

（ ）

(2)履修の制限

(3)授業・履修登録で困ったことやアドバイス

(4)語学研修（学期前・学期中）を受けていれば、期間・内容・費用について

(4)履修科目 ※記入欄が不足する場合は追加してください。

出席人数

授業内容

単位数

約

出席人数

単位数

約 名 単位

名

Principles of International Business Management

国際ビジネスの基礎を、様々なフレームワークなどを用い
ながら学習する授業。

名 単位

留学先は経済学部のEBAというインターナショナルプログラムでしたが、チュラロンコン大学の経済学部はBBAとい
うコース（チュラ大のビジネススクール）もあり、そちらのコースからも履修が２つまで可能、EBAの授業に関しては特
に制限はありませんでした。他学部の授業を履修している人もいましたが、その都度オフィスに相談して決めていた
ようです。

introduction to Game Theory

授業名はゲーム理論入門となっていますが、内容は大学
内でもトップクラスの難易度。ゲーム理論の基礎が十分で
きており、ミクロ経済学を履修済み出なければ取らない方
が良いと思います。

Behavioral Economics

行動経済学の基礎。グループワークとして実際の消費者
の非合理的な消費活動を調査する課題が出て、チュラロン
コン大学の学生にアンケート調査を実施したりしながら
データを集めエッセイを作成する課題も出ます。

Urban Planning for Economists

授業のレベルが極端に高いものもあるので、最初にいくつか履修登録して実際に受講してみてから履修するか決め
た方が良いと思います。

授業の言語

英語

出席人数

有料のタイ語の授業があったようですが、特に留学生に通知が来ていなかったので、私は受けていませんでした。
代わりに語学学校に通っていましたが、平日毎日3時間で１ヶ月２、3万円程度の値段でした。

出席人数

15

科目名

単位数

3

7

30

科目名

20

約 名

出席人数

約

世界の都市の構造や、都市計画について、バンコクと比較
しながら学ぶ授業です。近年の都市計画の問題点や現状
について学ぶことができます。

Special Topics in Micro Economics

ミクロ経済における様々な分野のうち、いくつかの特定のト
ピックを取り扱う形式の授業。

授業内容

科目名

授業内容

3 単位

20

出席人数

40

約

単位数

3

4

単位

単位

名 3 単位

名

出席人数

科目名

単位数

約 名 3 単位

単位数

単位数

約

(4)都市部（繁華街）までの所要時間 0

3

タクシー

大学近くには大型デパートが4、5個ほど立ち並んでいるので、そこで買い物をしたり遊んだりしていました。病院は
サミティベート病院を利用していました。他にバンコク病院なども留学生は利用していたようです。

タクシーがとにかく安いので、ほぼ毎日利用していました。初乗りが100円くらいです。ただしぼったくられることもある
ので、メーターを使ってくれるタクシーを探した方がいいです。また、タイはGRABがメインなので（UBERは違法）そち
らを使ってもいいと思います。

2

授業の言語

留学開始後、現地にて専用ホームページ
で

1

Ⅱ.授業

5

授業内容

科目名

授業内容

授業内容

科目名

授業内容

科目名

授業の言語

6

英語

英語

授業の言語

授業の言語

授業の言語

英語

英語

授業の言語

電車・地下鉄 バス・トラム 自動車 その他

出発前 出発後 オンライン メール等派遣先大学国際室

その他

良い 普通 良くない
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(5)履修して良かった科目※記入欄が不足する場合は追加してください。

(1)課外活動への参加
(2)イベントへの参加

有る場合はクラブ名、イベント名と活動内容を記入

(1)学食・カフェテリア 箇所

(2)スポーツ関連施設 ）

(3)ライティング・センター等履修サポートサービス

(4)その他お勧めの施設・設備

(5)現地学生との交流機会

(1)お金の管理方法

（ ）

5〜

プール、ジム、トラックフィールド、サッカー場、ラク
ビー場

ウェルカムトリップ

Ⅳ.施設・設備

詳細
（課題、試

験等）

詳細
（課題、試

験等）

不便だったこと・お勧め方法等アドバイス

教授によって授業内容が変わるようです。私が受講した時は行動経済学をメインに取り扱い、消費者心
理学やインフォグラフィックス、広告、神経経済学など様々な分野とリンクさせたものでした。課題はイン
フォグラフィックスの制作、自身の非合理的な経済行動についてのエッセイ、スーパーの顧客をストー
キングして消費者分析や商品の陳列の構造分析、行動経済学に関するプレゼンテーション２つでした。
試験は中間と期末の２回です。教授の名前はDaniel Ray Lewisでした。

科目名

理由

科目名

理由

Special Topics in Micro Economics

Ⅴ.お金の管理

具体的に　（

Ⅲ.課外活動

そう感じた理由を教えて下さい。
留学先のEBAは異文化交流を大切にしており、定期的にイベントを開催してくれました。

無有

無有

無有

やや満足満足 やや不満 不満

インターナショナルカード（国際キャッシュカード）現地銀行口座 クレジットカード

現金のみ海外専用プリペイドカード（キャッシュパスポート等）

その他

有 無
有 無
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月額（もしくは総額）

Ⅰ.留学にかかる費用

-

-

-

-

¥45,000

¥3,000

¥25,000

¥1,800

¥0

-¥             

¥2,000

10ヶ月

30,000¥      

¥70,000

期間(ヶ月)

10ヶ月間

Ⅱ.奨学金について

テキスト代、研究費用、学用品（総額）

日用品（平均月額）

娯楽費（平均月額）

1,198,000¥  

-

60,000¥      

10,000¥      

100,000¥    

合計　

¥7,000

-

-¥             

-¥             

18,000¥      10ヶ月

-¥             現地保険 - -

月額

-

総額(円）

語学研修代 -

-

支払方法

-

-

奨学金名

JASSO

申請方法

現地
費用

10ヶ月

70,000¥      

-

10ヶ月

10ヶ月

10ヶ月

宿舎費（月額） 450,000¥    

20,000¥      

-¥             

旅行（総額）

Registration/Administration Feeなど
留学先支払手数料（総額）

その他（　　　）

その他（　　　）

10ヶ月

10ヶ月

-

-

内容詳細

往復航空券・燃油サーチャージ・
空港使用料

海外留学保険

ビザ申請料

その他（　　　）

40,000¥      

100,000¥    

期間(ヶ月)

30,000¥      

250,000¥    

¥10,000

5.費用について

-¥             

-

光熱水費（月額）

食費（平均月額）

携帯料金（月額）

インターネット料金（月額）

交通費（平均月額）

20,000¥      

渡航
準備

クレジットカー

クレジットカークレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

クレジットカー

月額
総額

月額
総額

月額
総額

現金

クレジットカード

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金

現金
クレジットカード

現金

現金

現金

現金

現金

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード

現金

現金
クレジットカード

現金
クレジットカード
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上記のアンケートで書ききれなかったことなど、たくさん記載してください。
留学を通して学んだこと、大変だったこと、留学希望者へのアドバイスなど自由に記述。

タイは日本と関わりが深く、日系企業が多く進出しているので、大学の授業だけではなくキャリアを考えるには適した
環境であること、物価が安いこと、第２外国語を学んでみたかったこと、を理由にタイを選びました。チュラロンコン大
学はタイでもトップの大学でネームバリューもあったのでこの大学を選びました。

Ⅱ. まとめ

(2)なぜこの大学を選びましたか？

タイでトップの大学のため生徒たちの学ぶ意欲がかなり高く、授業のレベルも高いです。他の留学生も様々なバック
グラウンドを持った優秀な人たちが多く、毎日刺激的な環境に身を置くことができました。また裕福な家庭の子が多
く、ほとんどがインターナショナルスクール卒業の人たちばかりで、他言語や他文化に対する興味が人一倍あり、積
極的に関わりを持とうとしてくれる人たちばかりでした。

留学前はその国に行けばその国の言語は勝手に習得できると思っていましたが、実際は本気で勉強しなければ全
くと言っていいほど身につきませんでした。また、非英語圏で英語とその国の言語を同時習得することは想像をはる
かに超えてきついものでした。結果タイ語も英語もあまり伸びずに留学を終えてしまいました。得るものはかなりあっ
たのでそこまで後悔はしていませんが、言語習得ということに関してはあまり期待せずにいった方がいいかもしれま
せん。

(3)留学先としてこの大学をお勧めするポイントをあげてください

6.留学全般について
Ⅰ.留学先
(1)なぜ、そしていつ頃留学を決めましたか？

行動経済学を学びたかったが、日本では行動経済学の授業が取れる大学がほとんどなかったので、高校卒業間近
になって留学を視野に入れ始めました。
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